
国際教養類型に関する Q&A 
 

Q 「学科」でなく「類型」にしたのはなぜですか。 

「国際教養コース」は、英語力・コミュニケーション力の向上とグローバル教育に重点をおいて

指導しています。コース改編において、文理融合型の探究に重きを置く「学科」ではなく、これ

までの「国際教養コース」で培った英語教育のノウハウを継続し、英語指導・グローバル教育に

注力することのできる「類型」としました。 

 

Q 類型になって、LACは無くなりますか。 

国際教養（Liberal Arts and Communication）コースの頭文字をとって LAC、通称「ラック」と

呼ばれていますが、“国際教養”については類型でも同じなので、LAC はそのまま残ります。 

 

Q 入学後、類型のクラスはどうなりますか。 

類型の選抜で入学した生徒は、原則、３年間同じクラスです。 

LAC としての特色ある教育活動を実施するには、同じクラスで学習・行動する必要があります。 

 

Q 入試（類型）は、何か変わりますか。 

コースの入試は“推薦選抜”でしたが、類型の入試は“特色選抜”となります。 

入試日程は２月で同じですが、学校長の「推薦書」は必要ありません。 

類型の入試なので、作文と面接が中心となります。 

LAC コースの受検対策と同じ内容をしていたら問題ありません。 

 

Q 学校行事について、内容は変わりますか。 

変わりませんが、学びをさらに深められるような行事を予定しています。 

【１年】サマーセミナー、小学校英語出前授業、海外交流（オンライン等）、LAC 特別講座 

【２年】JICA 訪問、夏季オーストラリア短期語学研修、フランス短期交換留学、LAC 特別講座 

ReLACs Time、スプリングセミナー 

【３年】海外交流、高大連携特別講座 ほか 

 

Q どのような中学生が向いていますか。 

英語に興味のある人。 

英語が苦手でも伸ばしたいという意欲があれば大丈夫です。 
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Q 「話す力」「聞く力」が十分に備わっていなければ、入学後授業について 

いくのは困難でしょうか。 

そのようなことはありません。 

本校の類型設置の目的の１つに、英語に少しでも興味・関心のある生徒の「話す力」「聞く力」を

最大限に伸ばすことをあげています。入学後はそれぞれの能力に合わせて、ALT（２名）やタブ

レットをフルに活用して基礎から徹底して指導しています。実際、長期の海外滞在の経験のある

生徒と同程度まで「話す力」「聞く力」が伸びた生徒もいます。 

 

Q 将来、国公立大学の文科系への進学を考えているのですが、それに 

対応できる勉強が十分できるのでしょうか。 

類型の教育課程を見ていただければ分かるように、２年生からは進路別編成になっています。こ

れは数学を勉強する者（卒業後、国公立大学を目指す者）と、数学の代わりに外国語、社会、国

語を勉強する者（私立大学を目指す者）に分かれ、それぞれの進路に応じた指導を徹底し、類型

の特色を最大限に生かします。 
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